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独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
六
十
九
号
）

新
旧
対
照
条
文

○

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
共
済
掛

（
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
共
済
掛

金
の
支
払
期
限
の
延
長
等
）

金
の
支
払
期
限
の
延
長
等
）

第
一
条
の
二

セ
ン
タ
ー
は
、
東
日
本
大
震
災
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生

第
一
条
の
二

セ
ン
タ
ー
は
、
東
日
本
大
震
災
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生

し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災

し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災

害
を
い
う
。
）
に
起
因
す
る
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
第
九
条
に
規
定
す
る
支

害
を
い
う
。
）
に
起
因
す
る
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
第
九
条
に
規
定
す
る
支

払
期
限
ま
で
に
法
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
共
済
掛
金
を
支
払
う
こ
と
が
で

払
期
限
ま
で
に
法
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
共
済
掛
金
を
支
払
う
こ
と
が
で

き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
学
校
の
設
置
者
が
あ
る
と
き
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
認
可
を

き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
学
校
の
設
置
者
が
あ
る
と
き
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
認
可
を

受
け
て
セ
ン
タ
ー
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
理
由
の
や
ん
だ
日
か
ら
二
月
以

受
け
て
セ
ン
タ
ー
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
理
由
の
や
ん
だ
日
か
ら
二
月
以

内
に
限
り
、
当
該
学
校
の
設
置
者
に
係
る
当
該
支
払
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き

内
に
限
り
、
当
該
学
校
の
設
置
者
に
係
る
当
該
支
払
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
一
条
中
「
第
九
条
に
規
定
す
る
支
払
期
限
」
と
あ

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
一
条
中
「
第
九
条
に
規
定
す
る
支
払
期
限
」
と
あ

る
の
は
、
「
附
則
第
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
支
払
期
限
」
と
す
る
。

る
の
は
、
「
附
則
第
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
支
払
期
限
」
と
す
る
。

（
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
に
起
因
す
る
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る

（
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
に
起
因
す
る
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る

場
合
に
お
け
る
共
済
掛
金
の
支
払
期
限
の
延
長
等
）

場
合
に
お
け
る
共
済
掛
金
の
支
払
期
限
の
延
長
等
）

第
一
条
の
三

セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
に
起
因
す
る
や

第
一
条
の
三

セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
に
起
因
す
る
や

む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
第
九
条
に
規
定
す
る
支
払
期
限
ま
で
に
法
第
十
七
条
第

む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
第
九
条
に
規
定
す
る
支
払
期
限
ま
で
に
法
第
十
七
条
第
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三
項
の
規
定
に
よ
る
共
済
掛
金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
学
校
の

三
項
の
規
定
に
よ
る
共
済
掛
金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
学
校
の

設
置
者
が
あ
る
と
き
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
セ
ン
タ
ー
の
定
め
る
と

設
置
者
が
あ
る
と
き
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
セ
ン
タ
ー
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
理
由
の
や
ん
だ
日
か
ら
二
月
以
内
に
限
り
、
当
該
学
校
の
設
置

こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
理
由
の
や
ん
だ
日
か
ら
二
月
以
内
に
限
り
、
当
該
学
校
の
設
置

者
に
係
る
当
該
支
払
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

者
に
係
る
当
該
支
払
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

十
一
条
中
「
第
九
条
に
規
定
す
る
支
払
期
限
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
一
条
の
三

十
一
条
中
「
第
九
条
に
規
定
す
る
支
払
期
限
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
一
条
の
三

の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
支
払
期
限
」
と
す
る
。

の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
支
払
期
限
」
と
す
る
。

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
又
は
ま
ん
延
に
起
因
す
る
や
む
を
得
な
い

理
由
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
共
済
掛
金
の
支
払
期
限
の
延
長
等
）

第
一
条
の
四

セ
ン
タ
ー
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二

（
新
設
）

十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
又
は
ま
ん
延
に
起
因
す
る
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
第

九
条
に
規
定
す
る
支
払
期
限
ま
で
に
法
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
共
済
掛
金

を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
学
校
の
設
置
者
が
あ
る
と
き
は
、
文
部

科
学
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
セ
ン
タ
ー
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
理
由
の
や

ん
だ
日
か
ら
二
月
以
内
に
限
り
、
当
該
学
校
の
設
置
者
に
係
る
当
該
支
払
期
限
を
延

長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
一
条
中
「
第
九
条
に
規
定
す

る
支
払
期
限
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
一
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
支

払
期
限
」
と
す
る
。

（
保
育
所
等
の
災
害
共
済
給
付
）

（
保
育
所
等
の
災
害
共
済
給
付
）

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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保
育
所
等
の
災
害
共
済
給
付
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か

保
育
所
等
の
災
害
共
済
給
付
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か

３

３

、
第
二
章
（
第
二
条
、
第
五
条
第
二
項
、
第
七
条
、
第
十
条
及
び
第
十
二
条
を
除

、
第
二
章
（
第
二
条
、
第
五
条
第
二
項
、
第
七
条
、
第
十
条
及
び
第
十
二
条
を
除

く
。
）
、
第
十
九
条
及
び
附
則
第
一
条
の
二
か
ら
第
一
条
の
四
ま
で
の
規
定
を
準

く
。
）
、
第
十
九
条
並
び
に
附
則
第
一
条
の
二
及
び
第
一
条
の
三
の
規
定
を
準
用

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
五
条
第
二
項
第

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
五
条
第
二
項
第
四

四
号
に
掲
げ
る
場
合
（
こ
れ
に
準
ず
る
場
合
と
し
て
同
項
第
五
号
の
文
部
科
学
省

号
に
掲
げ
る
場
合
（
こ
れ
に
準
ず
る
場
合
と
し
て
同
項
第
五
号
の
文
部
科
学
省
令

令
で
定
め
る
場
合
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第

で
定
め
る
場
合
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五

五
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
（
こ
れ
に
準
ず
る
場
合
と
し
て
同
項
第
三
号

条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
（
こ
れ
に
準
ず
る
場
合
と
し
て
同
項
第
三
号
の

の
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
場
合
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
同

文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
場
合
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
同
項

項
第
三
号
中
「
同
条
第
二
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
条
第
四
項
第
二

第
三
号
中
「
同
条
第
二
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
条
第
四
項
第
二
号

号
」
と
、
「
同
条
第
一
項
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
条
第
一
項
第
五
号
」
と

」
と
、
「
同
条
第
一
項
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
条
第
一
項
第
五
号
」
と
、

、
同
条
第
六
項
中
「
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
に
よ

同
条
第
六
項
中
「
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
に
よ
る

る
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
に
属
す
る
義
務
教
育
諸
学
校
（
法
第
十
八
条
に
規
定

保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
に
属
す
る
義
務
教
育
諸
学
校
（
法
第
十
八
条
に
規
定
す

す
る
義
務
教
育
諸
学
校
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
児
童
及
び
生
徒
（
以
下
「
要

る
義
務
教
育
諸
学
校
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
児
童
及
び
生
徒
（
以
下
「
要
保

保
護
児
童
生
徒
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す

護
児
童
生
徒
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る

る
要
保
護
児
童
」
と
、
第
四
条
第
五
項
第
二
号
中
「
教
育
委
員
会
（
幼
保
連
携
型

要
保
護
児
童
」
と
、
第
四
条
第
五
項
第
二
号
中
「
教
育
委
員
会
（
幼
保
連
携
型
認

認
定
こ
ど
も
園
に
あ
っ
て
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
長
）
」
と
あ
る
の
は
「
長

定
こ
ど
も
園
に
あ
っ
て
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
長
）
」
と
あ
る
の
は
「
長
」

」
と
、
第
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
学
校
の
管
理
下
」
と
あ
る
の
は
「
保
育
所
等

と
、
第
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
学
校
の
管
理
下
」
と
あ
る
の
は
「
保
育
所
等
（

（
法
附
則
第
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
九

法
附
則
第
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
九
条

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
管
理
下
」
と
、
同
項
第
二
号
及
び
第
四
号
中
「
学
校
の

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
管
理
下
」
と
、
同
項
第
二
号
及
び
第
四
号
中
「
学
校
の
管

管
理
下
」
と
あ
る
の
は
「
保
育
所
等
の
管
理
下
」
と
、
第
九
条
中
「
第
十
七
条
第

理
下
」
と
あ
る
の
は
「
保
育
所
等
の
管
理
下
」
と
、
第
九
条
中
「
第
十
七
条
第
三

三
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第

項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
三

三
項
」
と
、
「
五
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
五
月
一
日
（
同
月
二
日
か
ら
当
該
年

項
」
と
、
「
五
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
五
月
一
日
（
同
月
二
日
か
ら
当
該
年
度
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度
の
末
日
ま
で
の
間
に
経
営
を
開
始
す
る
保
育
所
等
（
当
該
保
育
所
等
の
設
置
者

の
末
日
ま
で
の
間
に
経
営
を
開
始
す
る
保
育
所
等
（
当
該
保
育
所
等
の
設
置
者
が

が
当
該
保
育
所
等
の
管
理
下
に
お
け
る
児
童
に
つ
い
て
新
た
に
災
害
共
済
給
付
契

当
該
保
育
所
等
の
管
理
下
に
お
け
る
児
童
に
つ
い
て
新
た
に
災
害
共
済
給
付
契
約

約
を
締
結
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
保
育
所
等
」
と
い

を
締
結
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
保
育
所
等
」
と
い
う

う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
経
営
を
開
始
す
る
日
）
」
と
、
「
同
月
三
十
一
日
」

。
）
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
経
営
を
開
始
す
る
日
）
」
と
、
「
同
月
三
十
一
日
」
と

と
あ
る
の
は
「
同
月
三
十
一
日
（
特
定
保
育
所
等
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
経
営
を
開

あ
る
の
は
「
同
月
三
十
一
日
（
特
定
保
育
所
等
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
経
営
を
開
始

始
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
末
日
）
」
と
、
第
十
九
条
第
一
項
中
「
教
育
委

し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
末
日
）
」
と
、
第
十
九
条
第
一
項
中
「
教
育
委
員

員
会
（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
あ
っ
て
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
長
）

会
（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
あ
っ
て
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
長
）
」

」
と
あ
る
の
は
「
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

と
あ
る
の
は
「
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）



○
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
令
第
五
十
一
号
）

新
旧
対
照
表

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
災
害
共

（
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
災
害
共

済
給
付
契
約
の
契
約
締
結
期
限
の
延
長
）

済
給
付
契
約
の
契
約
締
結
期
限
の
延
長
）

第
一
条
の
二

令
附
則
第
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
支
払
期
限
が
延
長
さ
れ
た
学
校
の

第
一
条
の
二

令
附
則
第
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
支
払
期
限
が
延
長
さ
れ
た
学
校
の

設
置
者
に
係
る
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
契
約
締
結
期
限
は
、
同
条
の
規
定
に
か
か

設
置
者
に
係
る
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
契
約
締
結
期
限
は
、
同
条
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
令
附
則
第
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
支
払
期
限
と
す
る
。

わ
ら
ず
、
令
附
則
第
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
支
払
期
限
と
す
る
。

（
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
に
起
因
す
る
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る

（
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
に
起
因
す
る
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る

場
合
に
お
け
る
災
害
共
済
給
付
契
約
の
契
約
締
結
期
限
の
延
長
）

場
合
に
お
け
る
災
害
共
済
給
付
契
約
の
契
約
締
結
期
限
の
延
長
）

第
一
条
の
三

令
附
則
第
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
支
払
期
限
が
延
長
さ
れ
た
学
校
の

第
一
条
の
三

令
附
則
第
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
支
払
期
限
が
延
長
さ
れ
た
学
校
の

設
置
者
に
係
る
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
契
約
締
結
期
限
は
、
同
条
の
規
定
に
か
か

設
置
者
に
係
る
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
契
約
締
結
期
限
は
、
同
条
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
令
附
則
第
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
支
払
期
限
と
す
る
。

わ
ら
ず
、
令
附
則
第
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
支
払
期
限
と
す
る
。

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
又
は
ま
ん
延
に
起
因
す
る
や
む
を
得
な
い

理
由
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
災
害
共
済
給
付
契
約
の
契
約
締
結
期
限
の
延
長
）

第
一
条
の
四

令
附
則
第
一
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
支
払
期
限
が
延
長
さ
れ
た
学
校
の

（
新
設
）

設
置
者
に
係
る
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
契
約
締
結
期
限
は
、
同
条
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
令
附
則
第
一
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
支
払
期
限
と
す
る
。

takeshi-uchida
テキスト ボックス
参考２




（
法
附
則
第
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
災
害
共
済
給
付
）

（
法
附
則
第
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
災
害
共
済
給
付
）

第
七
条

法
附
則
第
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
災
害
共
済
給
付
に
つ
い
て
は

第
七
条

法
附
則
第
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
災
害
共
済
給
付
に
つ
い
て
は

、
第
十
七
条
第
二
項
、
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十

、
第
十
七
条
第
二
項
、
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十

八
条
及
び
附
則
第
一
条
の
二
か
ら
第
一
条
の
四
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場

八
条
並
び
に
附
則
第
一
条
の
二
及
び
第
一
条
の
三
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

合
に
お
い
て
、
第
二
十
七
条
中
「
第
六
条
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
条
第

に
お
い
て
、
第
二
十
七
条
中
「
第
六
条
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
条
第
三

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
六
条
第
二
号
」
と
、
「
五
月
三
十
一
日
」
と
あ
る
の

項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
六
条
第
二
号
」
と
、
「
五
月
三
十
一
日
」
と
あ
る
の
は

は
「
五
月
三
十
一
日
（
同
月
二
日
か
ら
当
該
年
度
の
末
日
ま
で
の
間
に
経
営
を
開
始

「
五
月
三
十
一
日
（
同
月
二
日
か
ら
当
該
年
度
の
末
日
ま
で
の
間
に
経
営
を
開
始
す

す
る
法
附
則
第
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
（
当
該
施
設
の
設
置
者
が
当
該
施

る
法
附
則
第
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
（
当
該
施
設
の
設
置
者
が
当
該
施
設

設
の
管
理
下
に
お
け
る
児
童
に
つ
い
て
新
た
に
災
害
共
済
給
付
契
約
を
締
結
す
る
も

の
管
理
下
に
お
け
る
児
童
に
つ
い
て
新
た
に
災
害
共
済
給
付
契
約
を
締
結
す
る
も
の

の
に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
経
営
を
開
始
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
末

に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
経
営
を
開
始
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
末
日

日
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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○

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
六
十
九
号
）
（
抄
）

（
共
済
掛
金
の
支
払
の
期
限
）

第
九
条

法
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
共
済
掛
金
の
支
払
は
、
各
年
度
に
つ
い
て
、
五
月
一
日
に
お
い
て
在
籍
す
る
児
童
生
徒
等
（
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
保
護
者
の
同
意
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
数
に
基
づ
き
、
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
共
済
掛
金
を
支
払
わ
な
い
場
合
に
お
け
る
災
害
共
済
給
付
）

第
十
一
条

セ
ン
タ
ー
は
、
学
校
の
設
置
者
が
第
九
条
に
規
定
す
る
支
払
期
限
ま
で
に
法
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
共
済
掛
金
を
支
払
わ
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、

当
該
支
払
期
限
の
経
過
後
当
該
災
害
共
済
給
付
契
約
に
係
る
年
度
内
に
共
済
掛
金
を
支
払
っ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
支
払
っ
た
日
以
後
当
該
年
度
内
に
発
生
し
た
児
童
生

徒
等
の
災
害
に
係
る
災
害
共
済
給
付
を
除
い
て
は
、
当
該
災
害
共
済
給
付
契
約
に
係
る
災
害
共
済
給
付
を
行
わ
な
い
。

附

則

（
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
共
済
掛
金
の
支
払
期
限
の
延
長
等
）

第
一
条
の
二

セ
ン
タ
ー
は
、
東
日
本
大
震
災
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災

害
を
い
う
。
）
に
起
因
す
る
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
第
九
条
に
規
定
す
る
支
払
期
限
ま
で
に
法
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
共
済
掛
金
を
支
払
う
こ
と
が
で

き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
学
校
の
設
置
者
が
あ
る
と
き
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
セ
ン
タ
ー
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
理
由
の
や
ん
だ
日
か
ら
二
月
以

内
に
限
り
、
当
該
学
校
の
設
置
者
に
係
る
当
該
支
払
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
一
条
中
「
第
九
条
に
規
定
す
る
支
払
期
限
」
と
あ

る
の
は
、
「
附
則
第
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
支
払
期
限
」
と
す
る
。

（
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
に
起
因
す
る
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
共
済
掛
金
の
支
払
期
限
の
延
長
等
）

第
一
条
の
三

セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
に
起
因
す
る
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
第
九
条
に
規
定
す
る
支
払
期
限
ま
で
に
法
第
十
七
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
る
共
済
掛
金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
学
校
の
設
置
者
が
あ
る
と
き
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
セ
ン
タ
ー
の
定
め
る
と



2

こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
理
由
の
や
ん
だ
日
か
ら
二
月
以
内
に
限
り
、
当
該
学
校
の
設
置
者
に
係
る
当
該
支
払
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

十
一
条
中
「
第
九
条
に
規
定
す
る
支
払
期
限
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
支
払
期
限
」
と
す
る
。

（
保
育
所
等
の
災
害
共
済
給
付
）

第
五
条

（
略
）

２

（
略
）

３

法
附
則
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
育
所
等
及
び
特
定
保
育
事
業
の
災
害
共
済
給
付
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
二
章
（
第
二
条
、
第
五

条
第
二
項
、
第
七
条
、
第
十
条
及
び
第
十
二
条
を
除
く
。
）
、
第
十
九
条
並
び
に
附
則
第
一
条
の
二
及
び
第
一
条
の
三
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
五
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合
（
こ
れ
に
準
ず
る
場
合
と
し
て
同
項
第
五
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
場
合
を
含
む
。
次
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
（
こ
れ
に
準
ず
る
場
合
と
し
て
同
項
第
三
号
の
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
場
合
を
含
む
。
次

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
同
条
第
二
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
条
第
四
項
第
二
号
」
と
、
「
同
条
第
一
項
第
五
号
」
と
あ
る
の
は

「
第
五
条
第
一
項
第
五
号
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
に
よ
る
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
に
属
す
る
義
務
教
育
諸
学

校
（
法
第
十
八
条
に
規
定
す
る
義
務
教
育
諸
学
校
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
児
童
及
び
生
徒
（
以
下
「
要
保
護
児
童
生
徒
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五

条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
保
護
児
童
」
と
、
第
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
学
校
の
管
理
下
」
と
あ
る
の
は
「
保
育
所
等
（
法
附
則
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
育
所
等

を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
特
定
保
育
事
業
（
同
項
に
規
定
す
る
特
定
保
育
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
う
者
の
当
該
特

定
保
育
事
業
の
管
理
下
」
と
、
同
項
第
二
号
及
び
第
四
号
中
「
学
校
の
管
理
下
」
と
あ
る
の
は
「
保
育
所
等
及
び
特
定
保
育
事
業
を
行
う
者
の
当
該
特
定
保
育
事
業
の
管

理
下
」
と
、
第
十
九
条
第
一
項
中
「
教
育
委
員
会
（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
あ
っ
て
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
長
）
」
と
あ
る
の
は
「
長
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

４

（
略
）
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○

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
（
抄
）

（
共
済
掛
金
）

第
十
七
条

（
略
）

２

（
略
）

３

セ
ン
タ
ー
と
の
間
に
前
条
第
一
項
の
災
害
共
済
給
付
契
約
を
締
結
し
た
学
校
の
設
置
者
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
項
の
共
済
掛
金
の
額
に
当
該
災
害

共
済
給
付
契
約
に
係
る
児
童
生
徒
等
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

（
略
）

５

セ
ン
タ
ー
は
、
学
校
の
設
置
者
が
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
共
済
掛
金
を
支
払
わ
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
災
害
共
済
給
付
契
約

に
係
る
災
害
共
済
給
付
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

附

則

（
保
育
所
等
の
災
害
共
済
給
付
）

第
八
条

（
略
）

２

第
十
六
条
及
び
第
十
七
条
の
規
定
は
、
前
項
の
災
害
共
済
給
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

（
略
）



4

○

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
（
抄
）

附

則

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
特
例
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界
保
健
機

第
一
条
の
二

関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
四
号
。
同
項
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を

超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
は
、
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
と
み
な
し
て
、
こ
の
法
律
及
び
こ
の
法
律
に
基
づ
く

命
令
（
告
示
を
含
む
。
）
の
規
定
を
適
用
す
る
。


